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1.計画の概要

プロジェクト名

位置

プロジェクトの内容

中部ルソン天水農村環境整備計画

パンガシナン州 インファンタ

澄渡用溜池､小水力発電､環境整備

1.1 目的

このプロジェクトは､マニラの北約2 5 0kmにある､パ_ンガシナン州インファンタにお

いて､濯漉用溜池を主体にし､これにより､濯泡用水の確保を計り､農村電化及び苗畑の

開発と植林によって貯水池周辺における高地の環境改善を目的と.している｡

I.2 経緯･背景

フィリピン農業省､ B. S (Bereau of SoiJ and Water Management)は､かねてより地

方農村開発について日本政府による援助を要望しており､昨年末から､その窓口として

MR.Lucas (B. S)と打合せ協議の結果､パンガシナン州インファンタ周辺を対象に農村

環境整備計画検討のため､現地調査を行ったものである｡

インファンタは人口15,000人､ 13の集落( Barangay )で構成される約250km2のパンガ

シナン州の小さな町である｡この面積のうちで約一割が濯激可能と考えられる｡残りの高

地は公有林であるが､多年の乱伐によって雑草の覆われた荒廃地となり､土壌侵食と､低

地での洪水の原因となっている｡インファンタの人々は､耕地における農産物の生産だけ

でなく､高地の山林を､燃料､建築用の木材の生産にも用いていたQ しかし現在の土地の

状況は林業生産を減少させ､同様に雇用機会をも減らしている｡統計資料によると､イン

ファンタにおいて人口の22%が失業中である｡このような状況から町当局は他の地方から

の木材の購入に頼っている｡

1970年F AO (国連食料農業機構)はパンガシナン州において､環境保護政策とその一

方で､雇用機会の促進と所得の増加､木材の生産を主目的とした植林計画を実行した｡地

域での苗畑の開発は(果樹､植樹､森林プランテーションのため)これらの問題の解決策

となる｡

一
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インファンタの平均的な一戸当たり(5人家族)の月収入は農村部で1000ペソであり､

都市部において2000ペソである｡人々の殆どが米作の収穫に頼リ､他の農産物で生活を補

つてる｡

町のほとんどの耕地が農業を主目的に利用･されていて､既存の施設によって雨季に濯漉

されており､乾季には-部が濯怒可能であるo

この地域で新たな溜池濯怒施設によって乾季の農業用水が供給されたならば､多品目の

農産物が乾季に生育でき､農産物生産の増加が認められている｡この計画は雨季に水を貯

留し､乾季に多様な作物の生育のために新たに水の補給をするものである｡農地.は水田､

畑地､牧畜､養魚場等､汎用性を与えられることになる｡

1.3 計画の概要

この計画の主体は､サンフェリペ(S∂n.Felipe )川の上充部(涜域面積:22.3 km2)に建

設される高さ29mのフィルダムである｡サンフェリペ川はザンパレス山脈を源としインフ

ァンタを通って､ディゾール湾に注いでいるナヨム川(N∂yom R.)の支禿である｡ダムの

有効貯水容量は1000万tである｡

ダムサイトはザンパレス山脈の左側にあり山間部にあり､その麓から海岸線に広がる洪

積平野を濯恵対象地とした｡

インファンタが属する西パンガシナンは､石灰岩､石灰質の堆積岩､安山岩､玄武岩等

の火成岩で構成された土地であり､ダムサイト付近の地質としては､主として安山岩であ

る｡

インファンタは乾季の水不足に対応して様々な濯漉システムが計画されている｡現在､

既設の取水堰がダム計画地点から1 km下流側に建設されている｡そして､その取水埴の2

km下読に､もう1一つの取水堰が建設中である｡入手した情報によると､この既設の取水堰

による濯勅封象面積は250haである｡

インファンタの気候は雨季(5月-11月)と乾季(12月-4月)に峻別され年平均気温は
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28.9oCであるoインファンタの南にあるサンタ･クルス(Sta. Cruz)雨量観測所によると

年平均降雨量が2,890mm(1976-1980)であり､その殆どが雨季に集中している｡またナヨ

ム川にも測水所があり､その地点の流域面積は128km2である｡

ナヨム川における既設流量観測の記錬より､流域換算したサンフェリペ川の予測値から

7か月間の乾季の水需要を満たすのに､既存の施設では不十分であると思われる｡この計

画は､新たに1000haの濯漉を乾季において可能にするものである｡

このプロジェクトの他の主な施設としてはF AOの実行した植林計画に基いた植林のプ

ランテーションを利用して貯水池周辺を開発する｡そして苗畑として10haを開発する｡地

元住民によると､プロジェクト地点はマンゴの生育に適当な土地と言われる｡

更に最大出力200kwの小水力発電所を開発する｡このプロジェクトの実施は､この町の

将来における電力需要に対応できるものである｡

2.経済効果

この溜池濯激と環境整備計画は農産物の増産を促進するだけでなく､果樹､森林のため

の苗畑の開発を通して貯水池周辺の環境保護にも貢献するものである0

プロジェックトによってもたらされる水の安定供給により稲作を含めて他の作物が増産

されるであろう｡また､電力の使用､養魚場の開発､苗畑,環境改善の植林はインファン

タの経済状況に好影響を与え､新たな利益をもたらすと考えられる｡
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3.主要施設諸元

･貯水池

集水.面積

HWL

LWL

全容量

有効容量

(緊急時)

･ダム

タイプ

高さ

天端長

体積

洪水吐

･ダム周辺道路

･発電

･水路

･植林

22.3 km2

EL. 60 m

EL. 49m

14.5 MCM

10.0 MCM

12.5 MCM

フィルタイブダム

29.0 m

240 m

230XIO3 m3

コンクリートシュート式

25 km

有効落差

最大使用水量

設備容量

年間発生電力量

15 m

lt

250 kW

130X川3 kWh

10 km

植林地 2,川O ha

苗畑 10 ha
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4.今後の作業行程

このプロジェクトのフィージビリティースタディーには約18カ月を要する｡これは農林

部門で苗畑に適する農地の識別､苗畑の推持監理の方法と住民の生計を改善する植樹の選

定を行うことを含んでいる｡

実施設計及び建設については約2年を要すると想定される｡
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6．添付資料

本報告書に添え付けする資料は下記の通りである。

・調査者経歴、調査日程

・収集資料一覧表

・主な面接者

・現地写真

・農業省への提出文書

…‥‥‥・11
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業務従事予定技術者経歴書
様式一10

罪責名 平成2年度フィリピン共和国中部ルソン天水Bt村環境整備計画

写

蔑

氏名 入江轟演担当発揮 水力東電計画

cl-マ専 lRIEAKIHIRO 専門捜葡 発電水力.ダム･丙M

生年月日大正15年I8月26B生(83歳) 取得賀韓 技範士(建設)

本籍 福岡県 取得年月 昭和56年3月

現住所 神奈川県藤沢市辻堂東海岸3の9M-TO9.電話0466(34)37丁2

外国語

賀格取得者 自己申告者

研

究

戟

最

著書･研究論文等 健療診断祐乗

外国語読む書く 話す固く 昭49発電水力調査委鼻 良好

英語A8 8B 昭57-54

新石油嬢蓄技術研究委員

西窪8C 8C 平成元年丁月1名日受診

喝56-5%

技術士武藤秦貞昭和年月取得 身長J68cpl序慶65kg

学歴

校名 学部･学科･専攻等

高等学校 昭和年月卒業

短大･専門学校 昭和年月卒業

本学 九州大学 エ孝敢土木工学科 昭和2.†年3月卒翼

大学院 昭和年月卒業

期間(年月-年月)勤現先 戟l隷.職位職稀内容

職歴

昭27年4月-28年12月 古;'p7鉱業㈱ エ夢却細尾､小河内発電所設計､施工管理

昭29年7月-36年5月

昭36年6月-39年5月

昭39年6月-41年7月

電源開発㈱球磨)It建設所球磨川水系調査･瀬戸石発電所設計･施工管理

土木私設敬譲典只見､田子倉､農又)lし四方十n一等水力発電設計

〝メコン舞茸会OTCAメコン河サンボール河川総合開発計画論査

派遣

”天竜川瀬査所鞠査課長天竜川水系訴査･計画

昭41年8月-42年5月 ･′水窪発電所工区長代理水蓮発電所建設施工管理

昭42年6月-ヰ4年5月 ”考査練長代理社内集積監査

倍46年6月-45年2月

昭i5年3月-48年7月

昭48年2月-62年3月

〝港外技締助力却語査t'3tJtOTCAF/S諏査B)長
トルコ･ウルテユン･ペルケ永力発電計画F/Sの観梅

〝ナヨン発電所建投事務エク7ドル･ナヨン水力発育所設計･施工管理の総括
所長

鹿島建設㈱土木･エネルギー部長ダム･発奄所.河川工事の施工措導

曜62年4月-現在 ㈱7イ.エヌ.エー海外寄集木鉢裡琴海外における水力発馬､瀧汲計画鞠査

新土木研究所

類似調査等

4事経歴

次集参酪

渡航先期間白的(業務名､留学先等) 策戦内奄･研修内容等L

その他の

海外渡航歴

ラオス 平1年10月…
0.5カ月

昭62年11月-

1カ月

平之年2月-

0.5カ月

昭53年5月-1カ月

昭56年t1月-

D.5カ月

ナムグム発馬所増設計画調査 予備頭重(自社)

フィI)ビン フィリピン小規模ダム農業開発計画 〟(ADCA)

フィリピン ミンダナオ島及びルソン島))t水力知者〝tECFA)

7メリカ及び アメリカ､スウェーデン､フランス､′ルウェー等 q(M(Tt石油備蓄諏
ヨ-Dッバ 石油地下備蓄現況掬査 査田)

アメl)力及び

カナダ

アメリカ､カナダ.ブラジル大ダム現説諭査 LJ(JAPIC調査団)
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調査日程

CD

年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考 調査員名

平成2年11月28日 成田 マニラ マニラ 入江章演

平成2年11月29E] マニラ B.S､へ挨拶､行程調整 入江章演

平成2年11月30E] マニラ 資料収集 入江章演

平成2年12月1日 マニラ タ-ラック ターラック 入江章演

平成2年12月2日 ターラック イン77ンタ ターラック 現地調査 入江章演
インフ7ソタ タ-ラック B.Sの2.^のガイドと農業省地

方事務所の1人と共に現地調査を行

った｡平成2年12月3日 ターラック

インフ7ンタ

イン77ンタ

タ-ラック
ターラック 入江章演

平成2年12月4日 ターラック マニフ マニラ 入江章演

平成2年12月5E] マニラ 報告書作成 入江章漬

平成2年12月6E] マニラ 追加賓料収集 入江章演

平成2年12月7E) マニラ B.Sで討議‾ 入江章演

平成2年12月8E] マニラ 成田 入江章演



収集資料一覧蓑

5万分の1の地形図

Pangasinan Provincial lrrigation Profile ( MA)

MULT卜PURPOSE SWIP 川FANTA, PANGASINAN

(Department of Agriculture Provincia[ Irrigation Office)

月平均流量データ (Phi lippines Water Resouces Counci I)
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主な面接者及び現地同行者

･面接者

1. Bureau of Soils and Water Management(B.S)

MR.Lucas (Cheif, Water Resouces Management Division)

*MR.Samuel ”. Contreras (Civil Engineer)

*MR.Victor Uilttnutua (Geologist)

2. Department of Agriculture Region 1 Office in Dagupan

MR. Romeo V Gusman (Sr. Agriculturist)

MR. Jose ” A(mendares (Planning Officer)

*MR. Salbador (Civil Engineer)

3. Municipa(ity of lnfanta

MR. V∂llarta (Mayor)

* 現地同行者
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現地写真
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SuzELnarY for

Environnenta1 =mprovenent of

Farm Village by =mpounding Rainwater

=n Central Luzon

December 1990

Agricultural Development Constlltants Association

(A.D.C.A.)



D∝ember 7, 1990

M上. Rodolfo Lucas

Chief, Water Resources Division

Bureau of Soilsand Water Management

Department of Agriculture

Dear Mr. Lucas,

We are pleased to submit herewith a copy of our prelimlnary report On the Water Impound-

1ng and EnvironmentalImprovement project fわrthe munlCIPality oflnfanta, Pangasinanperfbrmed

by the AgriculturalDevelopment ConsultantsAssociation (A･ D I C･ A･) ofJapan･ This r?Iiortdefines

and identifies the scheme to be investigated at feasibility level fTorthe maximum utilizatiorl Of the

water resources in the project area fわr year-round irrigation of about 1,500 has･ of arable land･

We wish to express our sincerest appreciation of you and your staff's support, assistance

and valuable contribution in the?onduct of prelimlnary Studies on the project and the finalization

of this report.

Thank you very much and we hope that we will be able to work closely again in the possible

implementation of this prqect･

Respectfully yours ,

勝一必+
AKIHIRO IRIE

A.D.C.A.



EXE CtlT =VE Sロ比ARY

I.NA】妊E AND LOCATION OF TエE PROJECT:

Env土ronmental lmprovement of

Farm Village by =mpounding

Rainwater in Central Luzon

==.PROJECT COMPONENTS:

=rrlgation, Hydropower,

Env⊥ronmental lmprovement

工工工.OBJEC℡工VES

Tbe proコeCt Wblcb covers the mun土clpallty o王 エn王anta/

pangasinanl located some 250 kilometers north of Manila, is

envisioned to augment agricultural production in the area

through the formulation of a water impounding irrigation

plan. The proコeCt Wlll llkewlse cover the environmental

･1mprovement of the reservoir area 王or tree nursery

development.

=Ⅴ. DEVELOPHEt7T

a) Background

S CヱEME

znfanta is a small municipality in Pangasinan of about

250 sq. km in land area, composed of 13 barangays(villages)

with a population of about 15′000･ Out of the total 25′000 ha

only about lO% or 2(500 ha is considered irrlgable･ The rest

of the area■ 1s made up of public
forest lands wblcb, as a

consequence of indiscriminate cutting of trees and irregular

slope farming methods. have resulted. in open, abandoned land

covered with cogon grass･ The number of cases of erosion and

flood 土n the lowlands have increased tremendously due to

these practlces. The people

not only for supplylng■ food

and use of wood for fuel

present state of these

agricultural production but

=nfanta, about 22% of the

of 工nfanta have used these lands

products but also for cult土vat土on

and const工･uCtlon materials. The

lands has reduced not only

also employment opportunltles.工n

populatlon are believed to be

unemployed. The mun土clpa-llty as a whole has become beavlly

dependent on lumber imports from other regions because of

this present s土tuatlon.

In 1970, the Food and A9rlculture Org.an土zat⊥on (FÅo)

carried out the a王forestatlon plan ln the province of

pangasinan with the major Objective of increasing production,

incomes and on-farm employment while providing
for

envlronmental protectlon. Development of tree nurser⊥es (王or



fruit-bearing and forestry species and protective and

productlve comun土ty forestry plantations)土n the area ls one

of the solutions identified to address these problems.

The average income per household (5 members) is about

pl′000 per month ln the rural area and about P2.000 peごmOnth

in the urban area. The people rely mostly on their yearly

barvest of rice and other crops to supplement tbe土r standard

of living.

Most arable lands of the munlclpal土ty are ut土1土zed mainly

for agricultural purposes･ Most of these lands are irrigated

by
existing

irrigation systems durirlg the wet season and

sma11 portion of lands can be irrigated during the dry

SeaSOn.

It is recognized that agricultural production in the area

wi11 be greatly augmented if additional ir･rlgation water is

supplied during the dry season so that diversified crops are

grown during this time･ And as these lands depend mainly on

irrlgation by rainfallr the concept of impounding water from

preclpltatlon during the wet season/ from
rivers and other

tributaries for later release of water(during the dry season)

wi11 help realize the objective of increasing agricultural

productlon･ This w上ll supplement water supply ln wet seasons

and provide additional water in the dry season for growing

d土vers土f⊥ed crops･ Agricultural lands will be dlverslfled

into paddy fields, vegetable farmingr animal husbandryr fish

culture′ etc.

b) Proposed Development Scheme

The general scheme involves the

meter high fill type dam across the

tributary of the Nayom Rlver wblcb

Zambales mountains and flows down to

construction of a 29

San Fellpe Rlver. a

orlglnateS from the

the Dasol Bay through

Infanta. The dam will have the capacity to
-store

10 x 106

cu.m. of waterpduring the dry season (7 months period) ･

As =nfanta has suffered from severe lack of water during

the dry seasonr several irrigation schemes have been planned

for the area･ Presently( there are two existing diversion

weirs (one still under construction)
located some one (1)

kllometer downstream of the proposed dams土te. Based on

avallable 土nformat土on. these two weirs wlll approximately

lrrlg.ate SOme 250 ba of a9r土cultural land･

From the calculated 土nflow values at the Sam Fellpe Rlver

usirlg recorded inflow data at the Nayom River as basis (see

Fig. 2), it will be observed that these two 山eirs including

the existing communal irrigation systems are not enough to

meet the water demand during the dry season (7 montbs

period). It will be necessa工･y tO Supplement■ this supply with

the construction of the proposed proコeCt Whlcb would be able

to irrigate art additional 1,000 ha･

Main features of the project are Shown in Table l･

Another maコOr COmpOnent Of the proコeCt wュll be the



development in a portion of the drainage area through

plantatlon of tree species ln conslderatlon of the FAO

afforestatlon plan･ The proコeC亡 w土11 bene王1t some 10 ba o王

Iand proposed as pilot farms for tree nurseries･ SoTne area in

the proコeCt Slte have been ldentlf土ed to be very suitable for

mang■o trees･

Another consequence of this proコeCt is the construction

of a mlnl-bydroelectrlc power plant of about 250 KW capaclty･

Thls would ease the areals present demand for electrlclty and

the future demand as well as a result of the lmplementat土on

of the proコeCt.

V.BENEFITS

Th土s water

proコeCt w上ll

production but

environment ln

development of

plantations.

impounding and environmental improvement

not only enhance increased agricultural

also contribute to the preservation of the

the reservoir area of the project through the

tree nurseries
for fruit-bearing. and forestry

with a stable water supply brought about by the project,

1ncrease 土n yield of rice and other ag･rlcultural products

w⊥11 be experienced and tbls w土11 help alleviate the

livelihood of the people･ Maximum utilization of electricityr
development of f土sb ponds′ tree nurseries and restoration of

a more conducive erlVironment are コuSt among the other

･benefits of the proコeCt Which will greatly affect the

econom土cal cond土tlon of the munlclpal土ty of lnfanta･

Ⅴ=. SCHEDULE

The feaslb土1土ty study of the proコeCt

completed 土n approximately elgbteen (18)

include the 岳tudies to be conducted on

component of the proコeCt
- 1dent土flcatlon

farms suitable for nurser土es′ select土on

1s expected to be

months. Tbls will

the agroforestry

of demonstration

of species which

would improve the l土vel土bood of tbe 土nhab土tants and the

formulation of possible training programs for the maintenance

of the nurseries.

=t will take two (2) years for detailed design and

lmplementatlon.



Table 1 Pro)ect Components

Drainage Area
･

HWL

LWL

Total Capacity

Effective Capacity

(1n Emergency)

Type

Height

Crest Length

Volume

Spillway

Reservolr

Dam

22.3 sq.km

El.60 m

EIJ.49 m

14.5 MCM

IO.0 MCM

(12.5)MCM

F土11 Type Dam

29 m

240 m

230 Ⅹ 103 cu.m

concrete Gravity Chute

Road around Reservoir

fiydroelectric Power.Plant

Effectlve Head

Disch声rge for Maximam Power

工nstalled Capacity

Annual Power Generation

Canal

Afforestation

Nurseries

25 km

15 m

l cu.m./s
250 kW

130 Ⅹ 103 kWh

lO km

2.100 bas

10 bas
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D.A.=23.8 sq.km
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Proposed Nurseries 10 has
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Proposed
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Power P一ant
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Proposed Damsite

H=29m
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Maintenance
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Q叩?
Fig. 1 SchematicDiagram



Fig.2 Monthly Discharge (cu.m/s)
at Proposed Damsite
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